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鳩間方言の祭祀関係語彙(2)
沖縄県立芸術大学加治工真市
アギカウPagi-kau］（名）「あげ香」の義．仏前に供えた紙銭（ウテイン可ガビ《打ち紙、
紙銭》）を燃やす際に、線香を立てて、長男家の分、次男家の分のように、子孫や親戚か
ら供えられた分を、その都度となえて紙銭を焼く。その案内のためにたてる香のこと。例、
アギカウ可シキ丁タテイテイウテイン可ガヒアギオーシリ可（Pa9ikauJjkit9titi
2uti99abi2a9ioxJiriba］（あげ香をつけて立てて、紙銭をやきあげてさしあげなさい）
アサビブリ［?asabiburi］（名）「遊び惚れ」の義。無我夢中になって遊ぶこと。子供が日の
暮れるのも忘れて遊びに耽って帰宅を忘れるときに言う。また仕事を忘れて遊ぶ様にもい
う。肉体から抜け落ちたマフ同ル［maburu］が、浮遊して肉体にもどることを忘れること
にもいう。例、アサビブリバシティルプピビザヌプツサーンツァンカランバン
［2asabiburibaJitirupibidzanussamtsaDkaramba9］（遊び惚れをして山羊の草さえ
刈りてないよ）
アサピマーリ［2asabimaXri］（名）「遊びまわり」の義。子供が友人の家を訪ねて遊びまわる
おるそ
こと。若い男女が、仕事を疎か|こして、異性の家に入りびたりになること。家に帰るこ
とを忘れて遊びまわること。魂が肉体から抜け落ちると、あちこち遊びまわって、もとの
体に帰らないことにも言う。魂は、叱られるのが怖くて肉体に戻ることが出来ず、遊びま
わるという。それ故、魂篭めの時は、マブ可ル［maburu］（魂）の好物である「水｣、「大
豆のおつゆ」などを用意して、特に子供が空腹になる夕刻に、マブ可ルクミ
［maburukumi］（魂篭め）の祈願をした。家人をはじめ、祈願する人も、特にやさしい声
で、マブローー'マ、マブロー可マと呼んで、ミジーン、トー丁フマミヌ・スーンアリプバ
ダンテイコキーツファイツファイ（水も、おいしい大豆のおつゆもあるから、早く来
てお食べ、早く来てお食べよ）と宥めすかすように呼ぶのである。
アテイナシ［2atinaJi］（名）「当て無し」の義。思慮分別のない者。一人前の人間として扱
うことの出来ないような未熟者の意。ヤラビ・アティナプシ［jarabi-atinaJi］（童当て無
し)，アテイナシ・可ムヌ［2atinaJi-munu］（無分別者）などのようにいう。例、アティナ
シムヌ－１ヌシェーコワザティ可ウムイオーリ可ユラ可シタポー司り［?atinaJi
mununuJexwadzati？umui2oxrijuraJitaboXri］（無分別者のしわざとおぼしめし
て、お許し下さい)。
アマリ可カジ［2amari-kad5i］（名）「余り風」の義か。余計な風（精霊）の意。転じて、悪
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霊の意。世間から忌み嫌われ、排斥されている霊的なもの。成仏できないで、暗闇の中で
さ迷い、人間に危害を加えるといわれる悪霊。目には見えないが、総身に鳥肌がたつこと
によって、それに遭遇したことがわかるといわれている。ヤナ可カジ・アマリ可カジ
［janakad5i-2amarikad5i］のように対語形式で用いられることが多い。
アマリ・ヨムヌ［?amari-munu］（名）「余り者」の義か。世間から爪弾きされた者。死者の
霊が成仏できず、さ迷って人に害を及ぼすもの。スバヌ・可ムヌ［subanu-munu］（名）
（｢側の者｣）ともいう。例、ソーランプヌプピンマーアマリムヌ可ヌアーキ可バミジ
ヌ・リーパンブキ［soxrannupimmax2amarimununu2axkibamid5inu-kuxpaUki］
（お盆の時には、成仏できない霊く余り者〉が往来を俳個しているので、ミジヌクーを擦
れ飛ばしなさい)。
アライパナ［2araipana］（名）「洗い初米」の義か。神願いをするとき、白米を水に漬けて
おき、適当に潤けたところで水を切り、茶碗に入れて山盛りにし、イツァン可パイキーの
葉を茶碗の回りに立て、供物としたもの。例、可ドゥーパダ゛ニンガイナーンウンキニ
ン可ガイナーンアライパナー可シゥコー可ルン［duxpada-ni9gainax92u9M
niD9ainaxn？araipanaxsikoxru9］（健康祈願にも運気の祈願の祭にも、アライパナは供え
ます)。
アンナイ可ヌ・カウ丁［2annainukau］（連）「案内の香」の義。神に祈願をする際に、先ず、
３本、１２本の線香を立てて神様へのお取り次ぎを願う神口をとなえるときに用いる香のこ
と。例、カンヌー'・マイニン可ガイソ－丁ルプバソーヤーデインアンナイマヌ・カ
ウヤータテイ可ソール［kannumaini99gaiso:rubasoxjaxdin？annainu-kau‐
jaxt9tisoXru］（神様の前に祈願をされる場合は、必ず案内の線香をお立てになられます）
イーバイ・ムティ可ブス［2iXpai-mutipVsu］（名）「位牌持ち人」の義。祖先代々の位牌を持
つ人の意で、家督を相続する人の意。直系の長男が位牌を受け継ぐ。長男をさしおいて次
男が家督を継ぐのは、サッチウスリミ［sattJiusukumi］（嫡子おしこめ、廃嫡）と言って
嫌われている。例、クン丁ネヌイーパイ．ムテイ可プソーブラーン可カヤー［kunnenu
２ixpai-mutip9soxburaxUkajax］（この家の位牌をもつ人はいないのかねえ）
イキブイPikibui］（名）「勢い」の義か。生気、活力、気力のこと。生気が帳っていること。
病気やその他の理由で気力がなく、だらっとしている様を、イキブイナー可ヌPikibui
namu］（気力がない）のようにいう。旱天が続いて、植物がしおれていたところに、雨が
降って、生気が張ってくることを、イキブイブンジ丁ルン［2ikibui？､d5iruU］（活気が
出てくる）のようにいう。
イキヨロー［2ikiroX］（名）「生き霊」の義。悪霊の一つ。マジムンと同じ。転じて、他人を
罵る場合に用いられる。卑罵表現として用いられる場合が多い。例、ウンザー可イキ可
ロ_ヤルンダーヤーン丁ナカーベーラス可ナ［?undzax2ikiroXjarundaxjaxnnaka：
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pexrasuna］（あいつはイキローだから家の中に入れるな)。ウンザーンー’イキ可ローシ
ラリテイ可バタ可ツサリベ司一［?undzam2ikiroZJiraritibatassaribe:］（あいつに
罵られて、くさっているよ)。
イニンピー［2inimbix］（名）「遺念火」の義か。成仏できないで、さ迷っている霊が火玉と
ナカモリ
なって飛びあるくといわれている。マシチ［JltJi］（節祭）のとき、夜Iこなると中岡の下の
墓地からイニンビーが飛ばないかどうか、見に行った。それによって法事が不足して成仏
できない先祖があるのか否かを判断した。例、タップテヌパカーー'ううイニンビーヌ
アガルタコー［tattenup9kaxra2mimbimu2a9aruta:］（どこの家の墓から遺念火が飛ん
だのか）
イマ丁ユー［?imajux］（名）「今世」の義か。現在、当今、今の世代、今の世の意。当家の当
主の代のこと。ナカブユー［nakajux］（中ごろの代)、ウイダイ［2uidai］（上の代、大
昔)、ウームカシ［?uxmukaJi］（大昔）に対する今の代の意。例、イマブユー可ナレーラ
クヌ可ヤーナーノーンコカカ可ルーン・サールーンナー可ヌ［?imajuxnareZra
kunujamaXno:Dk9karumsaxrumnaXnu］（今の代になってからは、この家には何のか
かりさわりもない）
イメヤマシ
イミアム可サン［2imiamusa9］（形）「夢疾し」の義か。頭が痛くなるほど多く夢を見るざま。
夢をみすぎて、あれやこれや思い悩むざま｡特に死者の夢をみたり、先祖の位牌に関する
夢をみると頭が重くなるが、そのざまをいう○例、グヮンスグトゥﾌﾟヌミチフマン
ドウブーブユーイミアムサ可ヌナラン可バン［9wansu-9utunumitJi①umandubu:jux
?imiamusanunarambaO］（先祖供養が正しくないのか、夢疾しくて仕方がない）
イミカサマ可サン［?imikasamasa9］（形）「夢かしまし」の義。煩わしいほど夢をみる。死者
が存命中の頃の夢などを連続してみる。そのようなときは、死者が何か頼みごとをしてい
ることのしるしであるといわれている。例、グソーヌプス丁ヌイミ可ミリイミカサマ
サ可ヌヌー可ヌムヌシラマシカヤー［gusoxnup9sunu2imimiri？imikasama
sanunumumunuJiraJikaja:］（後生の人の夢をしきりに見るのだが、何のしらせだろう
か）
イミガマデサン［?imi9amarasaD］（形）「夢侘しい」の義。しばしば悲しい夢を見てうっと
うしい気持ちになる。家族に不幸が起きる前兆として、悪い夢を見るときなどにいう。例、
ウンマーサッ可コーイミガマラ可サーティプヌーカヤーテイウムータン可ドゥヤー
タゴスンケン可アポーマーラソ－７リナーン可セン［?ummaxsakkoX？imi9amarasaXti
nuxkajaxti？umuxttmdujaxtasu9ken2aboxma:rasoxrinamseO］（その頃は、ひどく悪
夢を見たので、何故だろうと思っていたが、しばらくすると、お母ざんが亡くなってしま
われた）
-1イミンムタバ可リン［?imimmutabariD］（句）「夢に弄ばれる」の義。ムダ可ブン
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［mutabuD］（弄ぶ）は、手に持っていじくりまわして楽しみ遊ぶの意。ムタビ・丁ムヌ
［mutabimunu］（おもちゃ・もて遊びもの）のように、自分が翻弄されることをいう｡例、
可イミンムタバ丁リティテイダ可ヌアールン可ケンアサ可ニビシーナー可ヌ［?imim
mutabarititidanu2axru9ke92asanibiJimamu］（夢に弄ばれて、太陽が昇るまで朝寝
坊をしてしまった）
イリムク［2irimuku］（名）「入り婿」の義。婿養子のこと。家を継ぐべき男児がない場合、
娘に婿をとって暫定的に継ぎ、その仲から生れた二男が母方の家を継ぐことが慣例となっ
ていた。例、ビケーヤプイリムクプヤレーコテイジナンヌドゥ可ブネーカタヌ丁グ
ワンヨソー可ムトウツオー［bikexja2irimukujarextid5inannudubuneXkatanu
gwanso：mututsox］（父親は入婿であるので、二男が女方の位牌を引き継ぐそうだ）
イン・ピ可キ［2im-biki］（名）「縁引き」の義か。姻戚や、その他何かの縁で、たとえば祝儀
などの授受が行われる関係を示す。例、インビ可ケーマガ丁ラピケーラピサ丁ヌウ
トウ可ザ可ナルシジ［2imbikexma9araplkeXrap8sanu2utudzanaruJid5i］（インビ
キは、マガラピキよりは関係のうすい親戚の間柄になるわけだ）
ウイシミ。カー可シミ［2uiJimi-kaxJimi］（畳語）「追い詰め、囲い詰め」の義。「ウイッカー」
（追いっこ）の「ウイ」（Ａ)、「カー」（Ｂ）に［Jimi］（詰め）（Ｃ）が結合して、Ａ
Ｃ・ＢＣの畳語構造を有する語として形成されたもの。魚を袋網の中に追いこんだり、両
手を広げて、放し飼いにしている鶏を鶏舎に追い入れるように、遠まわしに追いかけっこ
するように追い詰めていく様子を表現した語。遊び惚けているマブローマ［maburoxma］
（魂、守り魂の愛称）を屋敷内に追いまわして連れて来て魂篭めをする際に言う。子供が
遊び`惚けると、家に帰ることを忘れて遊び続けることから、遊離魂をなだめすかして家の
中に呼び寄せる。マブローマの最も欲しがるのは「水」で、次に「大豆の汁」といわれて
いる。遊離魂が水を飲みに来た所を、ブージナ［buxd5ina］（麻の緒）で縛って逃がさぬ
ようにし、ブージナ（マブル）を首に凧かせるのである。
ウイダイにuidai］（名）「上代」の義。先祖の代。ウイ・ダイヌブウブグワン可ス
［?uidainu-2ubugwansu］（祖先代々の大きな位牌）例、ウン可ネナーウイダイラヌブウ
ー
ブグヮンスマヌオーブリベーブテイソーラン可マーイッケンスープワン［?unnenaX
2uidairanu2ubu9wansunu20:ribextisoxramma：２ikkensmwa9］（その家には祖先
代々からの大きな位牌があられるので、七月のお盆は、大変に強い《きつい》です)。
ウイマーシ・カイマーシ［2uimaxJi-kaimaxJi］（畳語)、「追いまわし、囲いまわし」の義か。
ＡＣ・ＢＣの語構造を有する畳語。ウイッカースン［2uikkaXsuU］（追いかけっこする）
の「ウイー」（Ａ）と「シカー」（Ｂ）に「マーシ」（Ｃ）が後接形態素として結びついて形
成されたもの。例、ウイマーシ。カイマーシサリーオー司り［2uimaXJi
kaima:JisaXrioxri］（追いまわして、囲うようにして追いまわして連れていらっしゃい)。
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ウイマーシ可。カルイマー可シ［2uimaXJi-karuima:Ji］（畳語）「追いまわし、囲いまわし」の
義。鶏など、放し飼いにしているものを、小屋へ追いこむ際に用いる。体から遊離した魂
を供物を供えて呼び寄せの祈願をし、追いたてるように、囲うようにして呼び寄せて魂籠
めをすることにもいう。両手をひろげて逃がさぬよう、追いたてていくこと。海の魚を網
で捕獲する際、袋網の方へ追いたてていくことにもいう。
可ウガン・ヤマ［2u9an-jama］（名）「御願山」の義。「お嶽の神域」のこと。聖域、ここから
木を伐ってはならないと信じられているので､フクン､マープニ､クバ､カジ丁マル､クル丁キ、
ヤラブ､等の巨木が繁茂している。例､－１ウガン．ヤマーラ丁キーナーブト可キシェーラ
カントゥン可ガーアテイラリン可テイグー可［?u9anjamaXraki：naxtoklJe:rａ
kantuO9aX？atirarintidaX］（お願山から樹木など伐ったら神科を当てられるそうだよ）
ウグヮン・ブスコク［?u9wambusuku］（名）「お願不足｣の義｡神仏に対する祈願が足りない
と諸々の災害が起こると信じられている｡信心がたりないこと｡例､カカリムヌ可ヌ可ンジ
イファナクトゥヌプウク可ルンギン丁シェーウグヮン．ブス丁クヤルブパジド_
［k9karimununu？､d5i？i①anakutunu？ukuru99in5ex2u9wambusVkujarupad5i
dox］（懲きものく神仏のかかりもの〉があり、変なことが起こるからには、「お願不足」
であるはずです）
ウシウクミ［2usilkumi］（名）「押し込め」の義。押しこめること。押し入れなどに無理に入
れること。容器に無理に入れること。転じて、家督を継ぐ権利のある嫡子を廃して、非嫡
出子を家督相続者にすえること。サッチ．ウス可クミ［sattJi2usVkumi］（嫡子押し込め）
という相続は子孫にたたるといって嫌われている。動詞は、ウシゥクムン［?usjlkumuD］
（押し込める)。ウシゥクミ可イルン［2usikumi2iruD］（押し込めて入れる）
ウシダマPuJidama］（名）「牛魂」の義か。癩病のこと。目を反転させて体全体を硬直させ、
失神状態になる。転じて、囑物に懸かれたように、無言で一点を凝視する状態をさす。子
供が親に反抗して無言の抵抗を示すことにもいう。牛を殺す時、天を仰ぎ見ると癩痛にな
ると言われている。例、ウシダマプカカリム丁ヌ可カタチニンダマリベブー［2uJidama
ｋ§karimunuk9tatJini2ndamaribex］（癩澗にかかった者のように、黙って睨みつけて
いる）
ウスブバニン［2usubaniU］（名）「お側人」の義。正式のサカサ［s§kasa］同）ではなく、
サカサの側に添ってウガン［2uga9］（お嶽）の信仰を許されているセジの高い人・豊年祭
や結願祭などのとき、サカサやティジリビなどのカン可ブス［kampVsu］（神人。神役）を
補助する。例、プールナー可ヤメーメーヌ可ピキヌプウガンナーウス可バニンヌン
オー可ルン［puxrunaxjamexmexnup:kinu？u9annax2usubaninnun2oxruU］（豊年祭に
は各自のピキのお嶽には、ウスバニンも来られる）
ウス可バユシ［?usubajuJi］（動）「お側寄せ」の義。神願いをする際に、神様のお側近くに
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寄せて、神の側近くで祈願させてくださいと申し上げるのが一定の形式となっている。例、
～ミートゥクルヌカンヌブマイドーデイン可シキウキートゥルウプキタブ丁ローレ
ティウスブバユシウガマ可リタブ可ローリー（～三所の神様、どうぞお聞き受け取り
受け賜って、神様のお側に寄せさせて拝まれて《祈願されて》賜りたい～）
ウソー可ン［?usoXD］（形)薄気味悪い゜そこへ行くだけで､日中でも鳥肌がたつように気味が
悪い。幽霊が出ると言われているような所へ行く時、全身に寒気を感じるような恐怖感を
覚えるさま。例、ブウマーヨー丁プスヌ７ヌビ丁ガキシネーン丁トンヤルンダピ
ール可ヤルバン可ウソーン可グー［?uma：joXpVsununubi9akiJinexnton
jarundapixrujaruban？usoxndaX］（そこは人が首吊りして死んだ所だから、昼間で
も薄気味悪いよ）
ウトウブザ［2utudza］（名）「弟兄」の義か。親戚、親類の意。ウトゥザ・マリ［2utudza
mari］（親戚、親戚の血を引く面立ち)などともいう。共通の先祖から出た、「兄弟の間柄」
の意であろう。例、ウトゥザ゛マリ丁テイシープアイニプスヌニーラリンブカ－
ピッツテイニーブ［?utudza-maritiJiX？ainipVsununiXrari9ka：bittsutiniXbu］
(親戚と言ってあんなに人が似られるものだろうか。そっくり似ている）
ウトウザ・マリ［2utudzamari］（名）「弟兄生れ」の義か。「親戚の血を引く面立ち」の意。
親戚、親類のこと。共通の先祖から出た「兄弟の間柄」の意であろう。例、ペー可ヨー
ウトゥザ･マリプヤルダ可ツサンコーラ丁シアーカン丁ドーシバン可テーンプクーバ
［bexjoX？utudzamarijarundassa9koxraJi？aXkandoxJibanteX0kuxba］（我々はねえ、
親戚だから、知らんぷりしていないで、私の家にも来なさいよ）
ウトウーブシ［2utuxJi］（名）「お通し」の義。拝所などへ直接行かないで、特定の場所から
拝所の方向へ祈願をすること。友利御願から、ピナイ御願、アラカー御願、ニシドー御願
の方へ祈願すること。お願いを通すこと。例、ウボー丁ヌトンマーオーラン－１ドーシ
プウガンヤーラウトゥーシ可ルニガイオー可ル［?uboxnutomma：２o:randoxJi
２u9ajljaZra2utuxJiruni9ai？oXru］（イビの所へは行かれないで、ウガン家から「お通
し」で祈願される）
ウブ・グヮンプスにubu-9wansu］（名）「大元祖」の義。祖先伝来の大きな位牌・ウブ・
イー可パイ［?ubu-2ixpai］（大きな位牌）ともいう。巾約２センチ、長さ約１０センチの
木牌を二段の木製の枠にはめこんだ位牌のこと。例、ウブグヮンブスカタミ可ブス
［?ubu9wansuk9tamipVsu］（大きな元祖《元祖の大きな位牌》を継承すべき人のこと)。
ウン可ネナーウブグヮンスコヌオープルン［2unnenax？ubu9wansunu？oXru9］（そ
の家には大きな元祖の位牌があります）
可ウヤ・パーブジ［2ujapaxbud5i］（名）「親母大父」の義か。祖先、先祖のこと。曽柤父母
より古い先祖のことで、死後神となって常に子孫を守護していると信じられている。例、
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丁ウャ゛パープジヌマムリプシゥコーレーティッファ・マー可ヤ可ドゥーパダガン
可ゾーン［?ujapaxbud5inumamurisikoxreztiffa-ma:ｊａｄｕ:pada9andzoU］（祖先様が見
守って《守護して》下さるので、子孫は、健康である《体が頑丈である》)。
ウンキ［2uDki］（名）「運気」の義。運勢のこと。人間の五運六気のこと。鳩間島では、運
気が弱いと病気になると信じられている。毎年、石垣島の可サンギンソー（易者）の所へ
行き、家族の￣年中の運気を占ってもらった。ウンキカイ丁ヤンPuUkikaija9］
（運気がきれい。運気がよい)、ウンキヌスー可ヤンダークトゥシェー可ユーキー
シキ司り［2uOkinusuxjandaXkVtuJexjuxkiXJ9kiri］（運気が厳しいので、今年はよく
気をつけなさい）
ウンキ・クラ可スン［2uOki-kurasuO］（動）「運気を操る」の義。人の運勢について、可サン
ー
ギンソー［saOginsox］（三世相、易者）や可ユタ［juta］（与太、巫女）に見てもらうこ
と。暦をくって、クガニ・ビール［kugani-pixru］（黄金の日、佳日）を選定してもらうこ
との意・運勢が弱いと、ウンキ・ニンプガイ［?uUkiniD9ai］（運気の祈願）をとり行なった。
ウンキーＩクラ7シ可クー［?uUkikuraJiku:］（運勢を見てもらってくる）
ウンキ・ニン可ガイ［?uOkini9gai］（名）「運気の祈願」の義。年まわりが悪くて、運気が厳
しいとき、運気を呼びこんで、良い方向へ導くためのニンブガイ［ni9gai］（祈願）がなさ
れる。その人のマリビー［maribiX］（生まれ日・干支）に合わせて佳日を選び、（ピールー’
クリティ［pixrukuriti])、祈願をさせた。例、ウンキ・ニン可ガイシェープバ可メー
－１ドゥーゾーナリ可ス［?uUkMD9aiJeXbamexduxdzoXnarisu］（運気の祈願をした
から、もう頑丈になるよ）
カーヌ・ニンゴガイ［kaxnu-niU9ai］（名）「井戸の祈願」の義･水の恩義を忘れないよう、ウ
イヌ，カー［?uinu-kaX］（上の井戸)、インヌ・カー［?innukaX］（西村井戸)、アンヌ
カー［2annu-kaX］（東村井戸）の祈願を行なった。年間二回行なわれた。第１回は、ソン
ガチ・パチミジニ［soO9atJip9tJimiSini］（正月初壬・癸）の日に行なわれた。供物は、
可グシ・パナ［guJipana］（御酒・初米)、マーー'ス［maxsu］（塩）を重箱と皿に入れて供
え、村井戸で祈願した。二日目は、パチングチ可ヌ・ミジニー可［p9tJiOgutJinumid5ini:］
（八月の壬・癸）の日にとり行なわれる。これには、ブグシ・パナ，マース可の他に、可ス
ナイ［sunai］（和え物)，リバン［kuba9］（魚肉の燥製にしたもの・約１センチ四方の、
長さ約１０センチに切ったもの）が加わる。プスナイ［sunai］（｢塩菜和え」の義か）は、サ
クナンパー［s9kunampax］（長命草の葉ハシナヌ可ミン［Jinanumi9］（ミズナの-種)，
チク可サ［tJlkusa］（野草の一種、三ヶ月の旱魅でも枯れないという）、トゥアナ
［tunna］（アキノノゲシ)、それに、イーシブヌ・コープマ［?ixJinu-koxma］（ツノマタの寒
天をゼリー状にしたもの）と混ぜ、サキ［s9ki］（酒）とミース［mixsU］（味噌）で和
えたものを、五種、七種にする。その上に、リグ・クバン［t9ku-kuba9］か、イズクバ
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ンPidzukuba9］を乗せて供え、祈願する（補説)。
カイプトウキ［kaituki］（名）「佳い時」の義。カイピュー可ル［kaipjuXru］（佳日，嘉日）と
ともに、特定の文脈で用いられる。カイはカイプヤン［kaijaD］（美しい）の語幹･ゴトゥ
キ［tuki］（時）も，トゥキユリ［t9kijuta］（巫女)，トゥキ可トゥリ［tVkituri］（時刻を
取る。時刻を知らせること）などのように特定文脈で用いられることが多い。カイ可トゥ
キは、「祈願を行なうのに絶好の時」の意･絶好のチャンスの意を含む。
カイピュー７ル［kaipjuXru］（名）「佳日」の義。神事、祭、家屋新築等のための良き日を選
定したもの。トゥキ・ユタによって佳日を選定したもの，その日．形容詞カイヤン
［kaijaO］（美しい）の語幹部「カイー」が直接に他の名詞を修飾して複合名詞を形成して
いる。ウブ・可プスナラブシタボー司り［?ubupusunaraJitaboXri］（大人《大きな
人・成人》になしてください)、カイピュー可ルクガニピュール［kaipjuXru
ku9anipjuXru］（佳日、黄金日）などのようにいう。
カカリムブムヌ［k9karimunu］（名）「掛りもの」の義か。神仏の道が正しく行なわれていな
いとき、子孫に対して、それを知らせるために災害がもたらされると信じられていること。
例、ユタヌ丁ヤーナゲータ可ノレヨー可ワシ丁テナウヤプス可ヌカカリムプヌ可ア
ンツオー［jutanujaxna9extarujoxwattena2ujapVsunuk9karimunu？antsox］
（ユタの家へ行ってみると、君の家に祖先の掛りごとがあるそうだ）
カキン可グ［k9ki99u］（名）「格護」の義。牛馬をよく保護したり、家屋の台風対策をしたり、
家具、器具、道具類をよく整備して保管することなどに用いた。例、イキムシ可ヌカキ
ン可グスン［?ikimuJinuk9kiO9usu9］（動物《家畜》の保護をする)。カジフキヌ
シースバ可アバテイ可ヤー可ヌカキンプグシ'ハヨー［kad5i①VkinuJizsuba？abati
jaxnuk9ki99uJirijox］（台風が来るので、早く家の台風対策をしなさい）
カサビヌ丁・バナ［k9sabinu-pana］（名）「重ねの初米」の義。正月やトーカキ［toXkaki］
（米寿の祝い）の際に、八寸重箱の五段目に、紅白の紙を重ねて鋸歯状に切って重箱の内
側に立てて飾り、そこに盛り米をしたもの、盛り米の上にリブ［kubu］（昆布）を乗せ
る。幸福が山盛りに、溢れるほどありますようにとの願いをこめて米を盛るのだという。
紅白の飾り紙も、昔は黄色、赤色、白色の順になっていたという。
カミシミコルン［kamiJimiru9］（動)、酒などを額の所まで持ちあげて感謝すること。献杯す
うやうや
る際、また神前に供えた可グシ［guJi］（御i酉）をいただく際に、恭し〈i酉杯を持ち上
げていただくことにいう。可グシカミ可シモーリ［guJikamiJimoXri］（御酒をいただか
せて下さい)。可グシカミ司り［guJikamiri］（御酒をいただきなさい）などという。正
月や米寿などの長寿の祝いの際にもグシをカムことにより長寿を肖ることができると信じ
られている。
カン・アダ可ル［kan-ataru］（名）「神あたり」の義。神罰のこと。カントゥンブガー［kaｎ
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tuU9a:］（｢神科｣、神罰）ともいう。鳩間島では、ルガン［?u9a9］（お嶽）の木を切ると
神罰を受けるといわれている。神の道で神と出合うと神罰を受けるともいわれている。例、
カン-1ヌ丁ミチェーラアーブクンケンカンアタプルシキラプリテイウヤミプサツサ
ルタ［kannumitJezra2azkuOkeOkan-ataruJlkirariti？ujamisassaruta］（神の道を
歩いていると神罰を受けて、お佗ぴの祈願を申し上げた）
カンダー司り［kandaXri］（名）「神霊崇り」の義か。神霊が人に乗りうつって、意識不明の
状態になり、神意を告げるようになること。そのようになることを、フダマルン［の
udamaruU］という。例、カンプスプヌマローブル可ピンマーチャーカンダー司り
シーソーッリ［kampusunumaroXrupimmaxtJaxkan｡a:riJixsoXtta］（神事に従事す
る人が生まれるときは、いつもカンダーリされた）
カントウン丁ガー［kantuO9aX］（名）「神科」の義。神罰のこと。神域を稜したり、神職を横
したりすると神の罰を受けるといわれている○可ウガン［2u9aO］（お嶽）の木を切ったり、
馬に乗ったり、勝手に神職を継承したり、勝手に止めたりするとカントゥンガーを受ける
と信じられている。例、カッティ可シサカサソ－７ルカーカントゥン可ガーアティ
ラリン丁テイダーコ［kattiJis9kasaso:rukaxkantuO9ax？atirarintida:］（勝手に司
の神役をなさると神罰を当てられるそうだよ）
キー可ヌ・シー［kixnu-Jix］（名）「木の精」の義。古木に宿ると考えられている木の精霊。ガ
ジマル（椿樹）の古木には精霊が宿っているといわれている。うっそうと繁った大木の下
に行くと、総身鳥肌が立って樹木の精を感じるといわれている。例、ウブキー可ヌツ
サーラプパールカーパグ可ヌキーン可タテイプス［?ubukiXnussaxraparukax
padanuki:nt9tisu］（大木の下に行くと肌の毛も立つよ）
キドウヌ可．ムヌ［kidunumunu］（名）「外道の者」の義か。マドゥヌ可・ムヌ［madunu
munu］（魔道の者）の対語として用いられる。普通、死んで後、供養をする人がいないと、
その人の霊がさ迷い出て人間にたたりをもたらすようになると信じられている。その票り
をもたらす霊を鳩間方言では、マドゥヌ●ムヌ、キドゥヌ゛ヌムといっている。お盆の時、
朝、昼、晩の食事を供える際、ミジヌ可．クーを室外に三度撒くのは、キドゥー１．ムヌヘの
施しであるといわれている。
キヌン［kinuU］（動)、子供が駄駄を握れて、母親を責めたてる行為。分別のない子供が、
あれが欲しい、これが欲しいと言って母親の着物の裾を引っぱって泣きわめくこと｡この
語には愛児に責めたてられて困惑しきった母親の気持が感じられる。例、アラキンカイ
フィーランブナティシー丁アイニブス可キヌゴツオー［?arakiUkaifi:rannatiJi：
2ainipVsukinutsoX］（新しい着物を買ってくれといって、あんたに人《私を》責た
てるんですよ）
キムウダラ可キ・ンニウダラキ［kimuudaraki2nni-udaraki］（畳語）「肝おどろき・胸おどる
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き」の義。ひどく驚くこと。ＡＣ・ＢＣ構造の畳語形式。驚くことの強調表現。主として
神口などの祝詞や呪詞の中に現われ、リズミカルな表現となっている。例、～アサビブリ
バシーアー可クンケンキムウダラコキ・ンニウダラキシーベープテイ（～遊び`惚けて
いるときに肝驚き胸驚きをしているので～）
クームチ［kuxmutJi］（名）「供物」の義か。神願いの際に、バキトゥリゴブン［bakituribuD］
（供物を入れて供える盆）に定められた供物を並べて供える品々・マブプルクミ［mabu
ru-kumi］（魂篭め）の祈願には、最前列にミジ［mid5i］（水）を置き、ﾏパナ（パナン可グ
ミ）［pana］（[pana99umi]）（初米、カイプキ［kaiki］《、》にいれたもの－対)、可グシ
［guJi］（酒、御酒）を次に並べて供える。祈願が終了すると、パナ（初米）を３回つま
んで取り、マブルを逃げないようにブー可ジナ［buKd3ina］（麻の緒）で縛ってあるもの
たもと
（マブル）と一緒に紙に包んで、魂篭めをする本人の衣類の左袖の快'こしつかりと結ん
でおく。袖の両端を結んでおく。これを家の中に運び、本人の首に1mかせ、ブージナの両
端を結んでおく。そして水を額に３回マミ［mami］（塗り）、パナ、塩を本人の頭に付け
てやる。本人が旅にいる時は、マブルを入れた衣類を送ってやる。
クガニピー［ku9anipix］（名）「黄金日」の義。佳日のこと。カイピュープル［kaipju:ru］（佳
日）と同じ。祝詞や歌謡語として用いられる。例、キューブヌカイピール可バムトゥー’
バブシークガニピーバ丁ムトゥ可（可シーウガミトゥー可シアギル可ニガイー'ヤー
ドーデイン可ピナカンガナシヌ可マイシキウプキトゥリウ丁キタブ可ローリ（今日
の佳日をもとにして、黄金日をもとにして祈願申し上げる願いは、どうぞ火の神様お聞き
とり賜わりたくございます）
グソーヌコ。ブス［gusoxnupVsu］（名）「後生の人」の義。死者、他界した人々・マジムヌ
[mad5imunu］は「死者の悪霊と化したもの」をさすのに対し、グソーヌ・ブスは、主と
して守護霊をさす場合が多く、祖先の霊に対して用いられる。グソーヌ・ブス可ヌー'シ
トゥマチ可シキオーシ［9usomupVsunuJltumatJiJlkioxJi］（柤霊の苞《家苞》を
供えてさしあげなさい《仏前に苞を供えなさい》）
クヨー可ムン［kujoxmuU］（動)、謹んで身分の高い人に会うこと。拝謁する。校長先生や村
長、町長などに会うことにも用いる。クヨーマ可ヌ［kujo:manu］（拝謁しない)。クヨーミ
丁プサン［kujo:mipVsaO］（拝謁したい)。クヨーゴミテイ［kujo:miti］（拝謁して)、クヨー
可ムカー［kujoXmukaX］（拝謁したら)、例、シンプシークヨープミテイキーラリマル
［JinJi：kujoXmitikiKrariru］（先生にご面会して来ようと思う）
グヮンプトウブキ［gwamp9tuki］（名）「願ほどき」の義｡「正月の初願い」より始まって、
稲の収穫に至るまでの間にとり行われる諸々の祈願の結びをキチゴン［kjtJi909］（結願
際）でとり行った。神に対する感謝の気持ちを奉納芸に託して上演した○例、ニガイグ
トウ可ヌグヮンプトウ可ケーキチゴンゴナーテイノレソーッ可ダミー［ni9ai9utunu
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gwamp9tukeZkltJi9onnaXtirusoXttamiX］（祈願ごとの願ほどきは結願際においてなされ
たんですね）
クンキブラーリ［kuUkiburaXri］（名）「根気ふられ」の義か。貧血気味で根気がなく、気だ
るく、ふらふらする様。ふらつく様子。目眩症状を示すこと。フシカヌ可アイニチプン
ジテイイヨユンツフアーラムテイクンキブラーリシテイプナラ可ヌ［のuJlkanu
２ainitJi？､d5iti2iXjunffaxramutiku9kiburaxriJltinaranu］（二日の間、熱が出
て、飯も食うことができなくて、ふらふらして、目眩症状がしてしょうがない）
ゴー可サン［9oXsaU］（形）「恐れ多い。けがらわしい」の意。神様のような高貴なものに対
して、自分は恐れ多い、けがらわしい存在であるとの意。己をひどく卑下した言い方。
ゴー可サ・ビナサ［90xsabinasa］（恐れ多く、けがらわしい）のように畳語化して用いら
れることもある。例、ソ一丁ランシケーゴーサ可ヌカミグブトーパナサラ可ヌ
［soXraUJlkex90Xsanukami9utoxpanasaranu］（お盆の月はけがらわしくて、神ごとは
話せない）
ハナゴメ
コーコパナ［koxpana］（名）「香初米」の義か。「線香と初米」の意。ネホ事や仏事において祈
パナングミ
願をする際に供える線香と初米のこと・神事には、米を水lこ漬けてふやかした、アライ
パナ［2arai-pana］（洗い初米）も用いる。例、ソッコー可ヌ可ピンマーウトゥザマレー
コーパナ可トゥカウヤー可シキマチス可［sokkomupimmax2utudzamareX
koxpanatukaujaxJlkimatJisu］（法事の際には、親戚は香初米（線香と初米）を供え
てまつるよ）
ツサルン［ssaru9］（動）「知られる」の義。申し上げるの意。神や高貴な人、目上の人にも
のを言うの意。ツサラヌ［ssaranu］（申し上げなさい)，ツサリティ［ssariti］（申し上げ
て)、ツサルタン［ssarutaD］（申し上げた)、ツサリ［ssari］（申し上げよ)、例、マナマ可
ヌカイ可トゥキナー丁ヌーディマリヌマブローブマサーロー７１ノクミ丁シミダフ句
ローリーッティシー可アイルツサリル-1ヨー［manamanukaitukinaXnu:dimarmu
maburoxmasaxroxrikumiOimitaburoXrittiJix？airussarirujox］（～唯今の佳き時に
何年生まれのマブローマをお連れ下さって、魂篭めをさせて下さいと言って、神様に申し
上げるのだよ）
可ジーシンカ［d5ixJiDka］（名）「地謡臣下」の義･キチゴン［kltJi9oU］（結願際）やプーー'ル
[puxru］（豊年祭）のブドゥル・キョン可ギン［buduru-kjoDgiO］（踊り狂言)、ゾーラキ
[dzoxraki］（｢常楽」の義か）などの地謡いを担当する人々、そのグループの意。例、サ
ンシンカティヌ丁アロー可ルプスンケンﾌﾞドウﾌﾟジーシンカナローッ可タ
［sanJiUkatinu？aroxrup9su9kendud5iXJi9kaxnaroXtta］（三味線に心得のある人が地
謡組になられた)。
シキ・カウ［Jlkikau］（名）「供え香」の義か。神仏への供物を供える際にたく線香のこと｡
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普通３本の香に火をつけて香炉にたて、供物の贈り主の名前（長男、次男の順に）を唱え
て、仏前でひざまずいて合掌する。そして贈り主の身の上に幸福がもたらされるよう、健
康で繁盛するよう祈願する。例、ムチン可ウサイ可ユンシキマチテイ可シキ・カウプ
タティブリ［mutJin？usaijunJlkimatJitiJlki-kaut§tiri］（餅もお菜《肴》）も供え
まつって、香をたてなさい）
シキウキ・トウリ可ウキ［Jlkiuki-turiuki］（畳語)，「聞き受け・取り受け」の義。シキ
（Ａ）・トゥリ（Ｂ）に、ウキ（Ｃ）が下接して、ＡＣ・ＢＣの構造を有する畳語形式に
形成されたもの。シキトゥリ［Jlkituri］（聞き取り）を丁重に、依頼する意がこめられて
いる。例、ピナカンガナシヌ可マイシキ丁ウキトゥリ７ウキタブローリ
［pinakaO9anaJi-numaiJlkiukituriukitaburoXri］（火の神様、お聞き受け取り受け下
さい）
シジコカタ［Jid5ik9ta］（名）「筋方」の義か。父方の血族をいう。父親の血筋を引くことを
いう。シジコカタサバヨクン［Jid5ik9tasabaku9］（血統をたどる、血統を探求する）な
どのようにいう。血統がわからなくなって、カカリプムヌ［k9karimunu］（先祖の票りご
と）がある場合、ユタ［juta］（巫女）に頼んで父親の血統をたどってもらうための願い
ごとをする。丁シジサバリン［Jid5isabakuO］（血筋を正す）ともいう。
ジン・シキルン［d5in-Jikiru9］（連）お膳を供える｡神前や仏前に供物を膳にいれて供える
ことをいう。タカ可ジンシキルン可［t9ka-d5inJlkiru9］（高膳《脚付きの膳》に食物を
置いて供える。配膳する)。例、ウヌ可ユメージンシキ゛ジマイバシールﾏシトゥ
ウヤ７シウカコナイオーツリツオー［2unujumeXd3inJikid5imaibaJixruJltuuja
s1kanai？o:ttatsoZ］（その嫁は、特別にお膳仕立てをし通して舅を養ったそうだ）
スーヌー'・パナ［sumupana］（名）「潮の花」の義か。渚に打ち寄せる波の白く泡をふいて
崩れ落ちてくる所の海水のこと。正月四日に、人がまだ入ってない海の渚の潮を汲んでき
て、火の神として並べてある三個の御神体の石を洗い清めるのに用いた。例、可ソンガチ
ユッカヌ丁ピンマースーヌ可・パナフミオー司りムール可ミガキソー可ル
[soD9atJijukkanupimma：sumu-panaのumioxrimuxrumi9akisoXru］（正月四日の
日には潮の花を汲んでこられて、みんなみがかれた）
可スナイ［sunai］（名）「塩菜和え」の義か。サクナンパー［sqkunampa:］（長命草の葉)、シ
ナヌプミン［JinanumiO］（ミズナの一種)、チク可サ［tJlkusa］（野草の一種)、トゥン可ナ
［tunna］（アキノノゲシ)、イーシ可ヌコー可マにi:Jinuko:ma］（ツノマタの寒天をゼ
リー状に調理したもの）を味噌で和えたもの。例、カーヌ・ニン可ガイナーヤヤーデイ
ン可スナイスコーリソーップタ［kaxnu-ni99ainaxjajaxdinsunaisVkoxrisoxtta］（井戸
の祈願には必ずスナイを作られた）
スビ［subi］（名）「終尾」の義。終り、終了。終末を飾る等の意をもつ。仕事の終り。鰹漁
－７２－
Hosei University Repository
が始まると、大漁祈願をし、安全操業の祈願を続けるが、操業が終ると、旧暦の１０月に鰹
漁業操業終了の報告と、感謝の祈願をする。その祈願を、スビニガイ［subini-9ai］（終尾
願い）という。例ﾛワザパジミル可カーヤーディン可スビ可テイスモー可アリー可
オール［wadzapad5imirukaXjaXdi9subitisumoX？ariXo:ru］（仕事を始めると必ず、
終尾というのがあります）
スビニンガイ［subini99ai］（名）「終尾願」の義。事業の終了に伴ない、神々にその報告と
して、無事終了したことに対する感謝と翌年の豊年豊漁、豊年満作を祈願する○鳩間島で
は旧暦の５月頃から鰹漁が始まり、豊漁祈願と海上安全操業の祈願がなされる。そして漁
期終了の１０月には、その報告をし豊漁と安全操業に対する感謝を申し上げ、翌年の豊作と
豊漁をムトゥ可ウガン［mutuu9aO］（友利御嶽）でとりおこなう｡
スブシピサ・ウシットースン［subuJipisa2uJitto:su9］（連）「膝をおし倒す」の義。足を折
り曲げて祈願する意。ティーピサ・ウサーシ（合掌する）の対語表現。例、－ｺヌーディ
マリヌトゥーヌティー可ピサウサーシプスブシ丁ピサウシトーシ可ウガミトゥー
丁シアギル丁ニガイブヤーミートゥクルヌカンヌ-1マイウキ可トゥリタブー'ローリ
（何年生まれの者が合掌して、足を折り曲げて拝みあげる願いは、三処の神様、受取って
下さい)。
タタリコムヌ［tatarimunu］（名）「票りもの｣の義｡神仏や怨霊などによってもたらされる災
難。元祖の継承が正しくない場合や神役の継承が正しく行なわれない場合などに神仏の票
りがあるといわれている｡例､グヮンス・グトゥ可ヌミチフマンベー可テイタタリムヌコ
ヌアツリンツオ_［gwansu-9utunumitJiのumambextit9tarimununu2attantso:］
（先祖の継ぎ方《元祖ごと》が正しい道をふんでいないので、崇りものがあったそうだ)。
タクライ［t9kurai］（名）「タックイ」と同じ。タクライ［t§kurai］（血統）の-uraが融合変
化して「タックイ」になったものと考えられる。鳩間島の古老たちは、タクライと発音す
るのが普通である。例、ワップテヌプソー可ビコーンッファ・カーニ丁ナソールプヌ
ウレー可タクライ可ヤロー可ルヨー［wattenup9soxbikoxnfa-kaminasoxrunu？urex
t9kuraijaro:ｒｕｊｏ:］（あなたの家の人は男児だけお産みになるが、それは血統だろう
よ）
ダダ司り［t9tari］（名）「崇り」の義。ダダ丁ルン［t9taruD］の連用形から転成した名詞。神
仏や悪霊が人間に災害を与えること。主として神仏の継承が正しく行われていないときに、
ムヌシラ可シ［munuJiraJi］（もの知らせ）として票るといわれている。例、①グヮンス可グ
トーウシ可ヌスクヌトゥッキ可ルンケンシーオーシ可シケーバタタリ丁ムノーノ
_ンナーヨヌ［gwansu9utoX？uJinusVkunutukkiruUkeDJi：？oXJiJlkixba
tatarimuno：nomnaxnu］（先祖、元祖供養は、臼の底が抜けるほど、糯米を搗いて、供
養してさしあげてあるから票りごとは何もない)。②クヌ丁キナイブナータタリゴムヌ
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テイアズムノー丁アガピッチンマーンツァンナーン可シェン［kunukinainaxta‐
tarimuti2adzumunox2a9apittJimmamtsannamJe9］（この家内では、票りものというこ
とは、たったの－つたりともありませんでした）
ダダ可ルン［t9taruD］（動）「崇る」の義。神仏や悪霊などが人間に災難を与える。神仏の継
承が正しく行われていない時などに、ムヌシラ丁シ［munuJiraJi］（もの知らせ）という形
で票るといわれている。成仏出来ない祖先の霊なども、供養を依頼するために票るといわ
れている。タタラ丁ヌ［t9taranu］（崇らない)、ダダ可リテイ［t9tariti］（票って)、ダダ可
ルカー［t9tarukax］（票ると）タタヨリ［t9tari］（票れ）
タックイ［takkui］（名）「血統、血筋」の意。サキヌミタッレイ［s9kinumi-takkui］（大酒
飲みの血統）とか、チョーメイヌ・タックイ［tJoxmeinutakkui］（長寿の血統)、デイキ
ヤー丁ヌタックイ［dikijamutakkui］（秀才の血統)、ブドウルシータックイ
[buduruJixtakkui］（踊り上手の血統）などのようにいう。例、クンー'ネーヤナガイキ
ヌタックイ［kunnexjana9aikinutakkui］（この家は長寿の血統だ)。
タマ丁ガイ［tama9ai］（名）「魂明り」の義か。妖火のこと。タマンコガイ［tama99ai］とも
いう。人によって見ることの出来る人と、見ることの出来ない人がいるといわれる。ピー
マダマ［piXdama］（火玉）ともいう。人が死ぬとき、その前夜、その家からタマガイが飛
び去るといわれている。例、ウン可ネーラタマガイ可ヌトゥビパッタ丁ヌヤータ可シ
プスヌマーラソーー1リナーン可セン［2unnexratama9ainutubipattanujaZtaJi
pVsunumaxrasoXrinamJeO］（その家からタマガイが飛び去ったが間もなく人がなくな
られてしまったよ)。
タマ可シ・ヌグン［tamaJi-nu9u9］（動）「魂抜ける」の義。驚惰する。ひどくおどろく。魂
が抜けるほどおどろくの意。ウリバミッタ可ル丁メータマ可シ゛ヌギテイタテイ
ユーサン丁センにuribamittarumextamaJinu9itit9tijuxsanseO］（それを見て、もう
魂が抜けるほど驚いて、立てなかった)。~'ウナーマジムヌ可タテイベー可タタマ可シ
ヌギウダラキプテイトウナガシクーリ［?unaXmad5imunutatibextatamaJinu9i
２udarakitituna9aJiku:ta］（そこに化け者がいたのでびっくりして飛んで来た）
チク丁サ［tJlkusa］（名）野草の一種。この野草は、３ヶ月の旱魅にも耐えるといわれてい
る。トータビ［toxtabi］（唐旅）に行って帰ってくるまで枯れないことから、この野草を
井戸の祈願の供物の可スナイに加えるという。子供のタンカー［ta9kaX］（誕生）の祝いや、
カンヌ可・ヨイ［kannu-joi］（神の祝い。神事祝い）の際にも、この野草が用いられるとい
う。チクマサーミーシキヌペーレープナーンサラヌ［tJjkusaXmi:JikinupeXrexna:O
saranu］（チクサは三月の旱魅にも枯れない)。
テイーヌ丁・ユリー［timujuriX］（連）「手の許し」の義か。自分が信仰していた「お願」
（御嶽）の、サカサ［s9kasa］同、神女職）や、テイジリブビー［tid5iribiX］（男の神職）
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を、神に願い出てやめること。神職からの退役を正式に行なうこと。例、クシヌ可タタ
ンプナローシ丁夕カンヌプマイテイーヌ丁・ユリーツサリテイプピコーッ可タ
［kVJinutatannaroxttakannumaitiXnu-jurixssaritiplkoxtta］（腰が立たなくなっ◎
たので神様に「手の許し」を申し上げて、神職を退かれた。
ティー可ピサ・ウサーシ［tiXpisa2usa:Ji］（連）「手のひら（掌）おし合わせ」の義。合掌す
ること。神仏を拝み、祈願するとき、両手を胸の前で合わせ、蹄いて頭を垂れ、合掌した
手を額につけて祈願する。例、トゥーヌティー可ピサウサーシニン丁ガイアギルプ
[ｔｕｍｕｔｉ:pisa2usa:JiniD9ai2a9iru］（十本の手のひら《掌》を合わせて願いあげ
る)。ウサーシ［?usa:Ji］は、［2usaxsuD］（おし合わせる）の連用形。
トウーサ・ナー可サ［tu:sanaXsa］（畳語）「遠さ・長さ」の義。「遠い所」を強調した表現。
類似の意味内容を有する形容詞の語幹部分を重ねて形成きれたもの。鳩間方言の口語では、
トゥーヤン［tu:ja9］（遠い)、ナー可ン（ナガー可ン）［naxD］（[na9aZD]）（長い）というが、
畳語化する際、トゥーサ・ナー可サとなり、祝詞や歌謡語の中に現われる。例、トゥー
サ・ナーブサーラウイマーシオー司り［tuxsa-naxsaxra？uima:Ｊｉ？o:ri］（遠い所から追
いまわして来て下さい）
トウシ可ビー・ニンガイ［t9JibiZniD9ai］（名）「年日願」の義か。コドゥーパダニンガイ
［duxpadaniD9ai］（胴肌願い。健康祈願のこと）が１月と８月に行なわれ、旧暦８月には、
１３歳、２５歳、３７歳、４９歳、６１歳、７３歳、８５歳等の生れ年に当たる人のマリビー［maribiX］
（生れ日、干支の生れ日）にトゥシビーの健康祈願をとり行なった。この祈願を行なうま
では運気が弱っているが、この祈願によって運勢がよくなっていくといわれている。
トウシマー可ル［tVJimaXru］（各）「年まわり」の義。干支の組み合わせによる、その年の運
気、運勢の良否を言うときに用いる語。家作り、墓造りなどの際、その人の生れ年の干支
との関係で建築や建造の可否を決めるため、可サンギンソー（易者）に相談する。例、ク
トゥセー可トゥシマールヨヌワッ可サティパーカー可スクララプヌ［kVtuseX
tVJimaXrunuwassatip9kaxs9kuraranu］（今年は年まわりが悪いということで、墓は造
れない)。
プドウーゾー・ミーゾー［doxdzo:miXdzoX］（畳）「胴強・身強」の義。体が頑丈であること、
頑健であることの意。ＡＣ・ＢＣの畳語構造をもつ、リズミカルな言語表現。祝詞や呪詞の
中でよく用いられる。例、キナイタイ可ソーハジミ可ツファ可マーケーラ丁ドゥー
ゾー・ミーゾーケンコー丁シュクサイヌウイ丁ラー丁メープクズマサルヌプトゥ
ク可クズマサルヌユルクビプユタントゥブウキ丁シミタブ可ローリー［kinai
taisoXhad5imiffamaxkexraduxdzoxmizdzoxkeOkoxJVku-sainu2uiraxmeX
kudzumasarunutVkukudzumasarunujurukubijutantu2ukisimitaburozri〕（家内
の大将《主人》はじめ、子等や孫。皆胴強〈身強<、健康、息災の上に、もう、去年に勝
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るところの徳、去年に勝るところの喜びを、たんと受けしめ賜われ）
トウキブ・ユタ［tVki-juta］（各）「巫女」の義。ユタ［juta］（巫女）は、「ヨタ」と同根か。
主として、法事などの日を選定する巫女をさす。ソッコー可ヌピュール可クラ可シティ
ウヌ可スコールシー［soxkkomupju:rukuraJlti2unusVkoXruJi:］（法事の日ど
りをさせてその準備をしなさい)。トゥキ・丁ユタタナゴミピュール可クラ丁シ
[tVkijutatanamipjmrukurasi］（巫女を頼んで日よりをさせなさい）
トウズミ［tudzumi］（名）「仕事を完了すること」の義。転じて祭祀や催しものの「うちあ
げの宴」の意。プール［pu:ru］（豊年祭）やキチゴン［kltJi9oO］（結願祭）などで、奉納
芸の練習をし、祭祀の２，３日前に、スクミ［s9kumi］（｢仕組み」の義。リハサールの
こと）をし、トーピン［toxpiD〕（当日）で上演し、翌日の後片づけが終了した後、トゥズ
ミ［tudzumi］（完結祝い。うちあげ）を関係者だけでとり行なった。
トウズムン［tudzumuU］（動）完結する。トゥズミルン［tudzumiru9］ともいう。トゥズマ
ヌ［tudzumanu］（完結しない)、トゥズミティ［tudzumiti］（完結して)、トゥズム７カー
[tudzumuka］（完結したら)、トゥズミ［tudzumi］（完結せよ)。例、シグトーブトゥズ
ミテイルコアサブ可カーアサブ可ヌーツァムーヤレー［JigutoXtudzumitiru
２asabukax2asabunuztsamu:jarex］（仕事は完結して後片づけもして、遊ぶなら遊ぶの
であって、なんですか、これは）
トウレーブスン［turexsuU］（動)、連れだって遊び惚ける意。子供が￣緒になって遊びに夢
中になって、仕事の手伝いを忘れる時などにいう。仕事を怠けるというマイナスの語感が
強く働く。例、バカ－７ムン゛ザーンナリトゥレープシアサビティ可シグトゥスンー’
ノーツォー可［baka:mundza:n-nariturexsi2asabitiJigutusunnoxtsoX］（若者たち
一緒につれだって遊びなれて、仕事などする１Ｍですか。全くしないんです）
トー可フマミヌ・スー［toXのumaminu-suX］（連）「豆腐豆の汁」の義。大豆を水にひたして潤
かし、ダイマパー［daipaX］（摺鉢）に入れてシルング可チ［JiruD9utJi］（摺粉木）つぶして
おつゆにしたもの。豆腐を作る余裕がないときに作った。マブルの好物と言われ、魂篭め
のときに必ず作る。マブルを呼び寄せるのに必要な食物という。トー可フマミヌ・スー
バカシテイ可マフ同ルクミ［to:①umaminu-suzbakaJitimaburukumi］（豆腐豆のお
つゆを炊いて魂篭めをしなさい）
ナナスー可ヌ・ナナプスク［nanasumunanasVku］（連)、「七潮の七底」の義。海の底の意。
深海底。浜の砂は深海底より湧き出てきたものと考えられており、波打ち際の、人の足跡
のついてない所から取ってきた砂を撒いて屋敷内を祓い清めた。例、ナナスーー'ヌナナ可
スコーラフキ丁夕テールイノンヌ可パチェーブヤーデイン丁トゥリキーピナカン
ヌコーー1ローナイルタプ［nanasumunanasVkoXra①Vkitatexru2inonnup9tJex
jaXdinturikixpinakannuko:roma2iruta］（七潮の七底から湧き出た砂の初は、必ず
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取ってきて火の神の香炉に入れた)。イノンヌ可・パナムヌ・ヌキ可ムヌヤリバ可ウリ
可マキテイヤー可ザライシー［?inonnu-panamunu-nukimunujariba？urimakiti
jaxdzaraiJix］（砂の花《お初》は、魔よけだから、それを撒いて屋敷内を祓い清めなさ
い《家さらえをしなさい》)。
ニガイ可プチ［ni9ai①vtJi］（名）「願い口」の義。一定の祈願をする際に唱える、一定の形
式に整理形式化された呪詞や祝詞などをいう。ヤシキ可ヌニン可ガイ［jaJlkinuni99ai］
（屋敷の願い)や可ドゥーパダニンガイ［duXpadani99ai］（健康祈願）などに、またプー
ル［pu:ra］（豊年祭)やキチゴン［kltJi909］（結願祭）などにも￣定のニガイフチがある。
例キザルキザルヌ－１ニガイ可フチェーアリ可ブ［kidzaru-kidzarununi9aiのVtJex
２aribu］（祭祀祭祀の願い口はあるよ）
なにどしうまれ
可ヌーデイ・マリ［nuxdi-mari］（名）「何年生まれ」の義。ニープデイ・マリ［nixdimari］
ネドシ ウシドシ
（子年生まれ)、ウシディ・マリ［2uJidimari］（丑年生まれ)、トゥラディ・マリ［turadi．
－トラドシ ウドシ
mari］（寅年生まれ)、丁ウデイ・マリ［2udi-mari］（卯年生まれ)、タチデイ・マリ
タツドシ ミドシ
［tqtJidimari］（辰年生まれ)、ミーディ・マリ［mixdimari］（巳年生まれ)、ンママディ・
ウマドシ ヒツジドシマリ［2mmadi-mari］（午年生まれ)、ピチディ・マリ［pltJidi-mari］（未年生まれ)、可サ
サルドシ トリドシ
デイ・マリ［sadi-mari］（申年生まれ)、トゥンディ・マリ［tundi-mari］（酉年生まれ)、
イヌドシ ヰドシ
イン可デイ・マリ［2indi-mari］（戊年生まれ)、ビーディ・マリ［bixdi-mari］（亥年生ま
れ)、ヌーデイ・マリの部年分に、魂篭めをする本人の生まれ年の名称を入れ、次に本名
を入れてとなえるのが普通であるという。トゥラディ・マリヌプカザケーヌシンイチ
（寅年生まれの、加治工家の真市）のように唱えるのである。
ニンプツアー
パ力［p§ka］（名）「墓」のこと。死者を葬る所。「念仏歌」で(よ、可フカヤー［のVkaja:］
ナカモリ
（外の家）と歌われている。現在の墓は、中岡の西側のパカヤマ［p9kajama］（墓山）の
砂岩を割貫いて亀甲墓にしてある。例、ナカンブレ可ヌイーリキヌブパカヤマ可ナール
バン可テヌパカープアルダ－丁［nakamburenu2ixrikinup9kajamanaXrubantenu
p§kax2arudax］（中岡の西側の墓山に、私の家の墓はあるんだよ）
パシットウ［paJittu］（副）気分が爽快になるざま。さわやかないい気持ちになること。例、
パナシキ可ママリティ可ナマジラ可シティヤマシゥカーマ可ナルケンマサーカサー
ンナー可ヌアーキプブタンドゥマナ可マーパシットゥ丁ナリアー可クンティ
［panaJikimamaritinamad5iraJ1tijamasjlkaxmanaru9kemmasaZ-kasaxnnaxnu
2axkibutandumanamaxp9Jittunari2aXkunti］（風邪をひいて、こじらせて、長らく不元
気でいたが、今はすっかり良くなっているよ）
バチカビムブヌ［batJi-kabimunu］（名）「罰被り者」の義。「罰当たり」の意。悪いことをし
た報いを受けること。他人を罵るときに用いられる。例、ウンザー可アイブ７ヤナク
トゥバシープウヤ丁ヌキムヤマ可シバチカビ可ムヌ［2undzax？aibujanakutu
－７７－
Hosei University Repository
baJix2ujanukimujamaJibatJikabimunu］（こいつは、あんな悪いことをして、親
の心をいためて《親に心労させて》、罰当たりなやつだ）
バン丁パジ［bam-pad5i］（名）「ばん外し」の義。ウガン［2ugan］（御嶽、お願所）などで祈
願してあることを外すこと。バンプトゥブキ［bamp9tuki］と類似した意味をもつ。神に
対して祈願した諸々の祈願を完結する。例、丁ヤマヤマナーニン可ガイオー可レール
カジカジ丁ヌニンガイ可ヌバンパジ丁ルソー１ル［jamajamanaXniU9ai2oXreXru
kad5ikad5inuniD9ainubampad5iruｓｏ:ru］（各嶽において祈願された数々の祈願の祈
願はずしをなされる）
ピープダマ［pixdama］（名）「火魂」の義。①「人魂」のこと。人魂は、青白い火で、横に尾
を引くように流れていくという。可視能力をもつ人と、もたない人がいる。セジの高い人
が可視能力を持つようである。ピーダマは、それが現れると、死人が出ると信じられてい
る。例、ウマンブトンマ_ピーダマ丁ヌユーンジ丁ルンティスヌフン可トーウ
ソ－丁ヌパララ丁ヌ［?umantommaXpixdamanujm2nd5irunｔｉｓｕｎｕ①untox
？usoXnupararanu］（そこは、人魂がよく出るそうだが、ほんと、薄気味悪〈て、そこへ
は行けないよ)。
ピキ［p9ki］（名）「引き」の義か。血縁関係を表す語。マガ可ラピキ［ma9ara-plki］（父方の
血縁関係）とインビマキ［2imbiki］（｢縁引き」の義か）の二つがある。可ウガンにugaO］
（御願、お嶽）信仰を中心にした一定集団に対して、ナーピキピキヌ可ヤマ［nax
pJkipikinujama］（それぞれの、ヒキのお嶽）のように用いられたり、ワータッ可テヌ
ピキＷ［waxtattenupjkija］（君はどこの家のヒキか）などのように用いられる。
ピキ・カウ［plkikau］（名）「引き香」の義。ソッ７コ_［sokkoX］（法事）などで、仏前に供
えた供物をさげる際に、三本の線香を立ててから合掌し、その旨唱えて後に膳をさげる。
膳を引きさげることから、「退く」の意を含めていう。例、ピキ・カウヤコタティテーラ
ティー可ヤウサーシティジンプピキ可（［plki-kaujat9titexratixja？usaXJjtid5im
-
plkiba］（引き香をたててから合掌して、それから膳を下げなさい）
ビケーカタ［bikexkata］（名）「父親方」の義。［bikirl-kata］（ゑけり方）の［r］が脱落して
［bikix-kata］となり、更に転じて［bikex-kata］となったものであろう。可シジカタ
［Jid5ik9ta］（血筋を引く方、セジ方)、可サニカタ［sanikata］（｢種方」の義、血筋）と
もいう。例、クヌツファー可ビケーカタ・マリ（シーブ［kunuffaxbikeXkata
maribaJiXbu］（この子は父方生れ《父方の血を多く受けて、体格的に父方に似て生れる
こと》をしている)。
ブー可ジナ［buXd5ina］（名）「苧綱」の義。麻の繊維を細く裂き、細い糸に撚って、それを
結び、３，５，７，９の奇数個の玉を作ってある糸。これでマブルを縛って魂籠めをする
人の首に楓かせる。祈願をする際には、マブ丁ルクミの供物の一つである水を入れた茶碗
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の上で、３回まわして、何年生れ（ヌーディマリ）の誰（実名）と唱えて、マナマ可ヌ
カイー'トゥキナマブロー可マクミ丁シミタフ句ローリ（唯今の佳き時に魂を籠めさせて
下さい）と唱え、手早くブージナを締めて魂を逃さぬよう、魂籠めをする人の衣類の袖の
中に入れ、袖の両端を縛っておく。それを首に伽かせるとネックレスのようになる。１ケ
月も楓いていると、マブ可ルは体内にもどるといわれている。以後は、箪笥の中に本人の
衣類の中に入れて保管する。首に凧くことを、マフ句ノレパクン可［maburup9kuO］とい
う。旅に居る家族のために、マブルをこめて、衣類を送ってやることもある。
ブー可ダマ［buxdama］（名）「麻緒玉」の義。ブーマジナ［bu:d5ina］に結び玉を作ったもの。
３個、５個、７個、９個の奇数個に作る。魂籠めに用いるために、特にブー可ジナに結び
玉を作って用いるという。例、ﾌﾞブーウー可ミテイウンプナブー可ダマ、ミック丁、イ
チッリ、ナナック可クヌックー1ナースク可ルシジ［bu：２uxmiti2unnabuxdama
う
mikku？itsikkunanakkukunukku-na：sVkuruJid5i］（麻糸を績んで、それに麻玉を３
個、５個、７個、９個ずつ作るわけだ）
フジマレー［①ud5imarex］（名）「古墓」のこと。往古の風葬の跡かと思われるところで、
身元の知れない人骨が葬られてある。イラ可カマイnrakamai］（｢莞前」の義か。ウブ可
マイ（大前）とナードー（長堂）の中間にある。ガジマルやヤラブなどの雑木やアダンブ
ラの茂った所である。例、フジマレー可テイスモーヌー可ドゥヤル可ユーツサン丁
サー［のud5imarextisumo：nuXdujaruju：ssansax］（フジマレーというのは何なのか、
わからないよ）
フチカザル［のVtJikadzaru］（名）「口飾り」の義か。祝詞や呪詞を唱え、並べたてること。
特に線香や供物を供えなくても、神仏に向って、手を合せただけで、口の中で祈願するこ
とを唱えたり、祝詞や呪詞を唱えることに対していう。また、フチガイシ［①VtJi9aiJi］
（口返えし）など、他人から呪文をかけられた場合などに、それを返えすために唱える呪
文。朝晩、仏壇に向って家族の健康を嘉例つけるよう。主婦がフチカザルを唱えることが
多かった。
ブネーカタ［bunexkata］（名）「母親方」の義。［bunarI-kata］（ヲナリ方）の［r］が脱落し
て、［bunal-kata］となり、更に転じて［bune:kata］となったものであろう。ブネーカタ
ヌ丁ウトゥ可ザ［bunezkatanu？u-tudza］（母方の親戚)、ブネーヌ1.ウヤ［ｂｕｎｅｍｕ
?uja］（母親）などのようにいう。例、ブネーカタ可ナーイッケナ可カナイプス可ヌ
オー可ルン［bune:katana2ikkenakanaipusunu2oxruO］（母方には非常に有力な人がい
らっしゃる）
ツフブパカ［ffup9ka］（名）「古墓」の義。昔の墓のこと。鳩間島の古墓は、原野に、カソー
ライシ［k9sOXraiJi］（テーブル珊瑚）を使って四角の石室を作り、周囲を石垣を積んで円
墳形に仕上げたものであった。例、ユナ丁デヌツフ７パカーカソーラインシ可シクス
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クラ可リテイグスリシマリブタ可ナー［junadenuffu-p§kaxk9soxraiJiJis9kurariti
gus9kuJimaributana:］（与那田家の古墓はテーブル珊瑚で作られて、石垣で積んであ
りましたねえ)。
フンケーリ・トウンケーリ［①uOke:ri-tuUkexri］（畳）「踏み返えり・飛び返り」の義。離別
の際、別れを惜んで、二歩進んで振り返えり、三歩進んでまた振り返って見る様。非常に
名残`惜しんで立ち去るさま。例、グソープヌ丁シトゥーンタカーニ丁シゥコーリ丁シ
ケーバフンケーリ・トゥンケーリソーラン可スクニマン司力ヤ可一カイ可ローリ
ティ、エン丁ヌソープランナーマタブンカイラりうコーヨーシラロー可リヨー
[9usomuJltuxnt9kamisikoxriJjke:ｂａ①uUkeZri､tu9ke:risOXransVkunimaOka
jaXkairo:riti？ennusoxrannaxmata2UkairarikoxjoxJiraro:rijox］（後生への苞も
たくさん用意しておいてありますから、振り返り振り返りして名残り惜しむことをなさら
ず、真っ直に家へお帰りになって来年のお盆には、また迎えられて孝養されて下さいよ）
マーシキプムヌ［ma:Jlkimunu］（名）「魔つき者」の義。魔がついたように、平常と異なる行
動をすふる者。転じて、親のいうことを聞かない者、間きわけのない子供を罵倒するとき
に用いる語。卑称。例、ウンザーマーバマシキ可ブ［?undzaxmaxbaJlkibu］（こいつ
め魔がついているぞ)。マーシキ可ムノーピン可バシテイ可ムットゥ可プスヌ可ムニ
シウカヌ［maxJlkimunoxpimbaJltimuttupVsunumunisilkanu］（こいつめは反抗
的になって、ちっとも人の言うことを聞かない)。
マーダーッ丁サン［maXda:ssaD］（形）まともである。ちゃんとしている。気分が正常である。
マーダーッサナ－７ヌ［maKdaXssax-na:､u］（気分が正常でない。不元気である）のように
用いられる。例、マーダーッサーナー７ムテイガー可タティシグトゥシェー可ティ
アーリ［maxdaxssama:muti9axtatiJigutuJexti？aXku］（気分もすぐれないのに、我慢
をして《我を通して》仕事をしている）
マーラスン［maxrasuU］（動）「死ぬ」の敬語。亡なる。ラマーラサヌ［maxrasanu］（亡〈な
らない)、マーラシティ［maxraJ1ti］（亡くなって)、マーラシタ［maxraJlta］（亡くなっ
た)。マーラソー可ルン［maXraso:ruD］（お亡くなりになる）は、もう－段敬度が高い。例、
イクサユー丁ヌマラリ丁ヤティスープーキ丁ナカカプリティルウヌプソーマーラ
ソーコレツオー可［2ikusajumumararijatisu：puxkinak9karitiru？unupuso：
ｍａ:rasoxre：tsoX］（戦争のマラリヤという風土病にかかってその人はお亡くなりになった
んだよ)。
マガうう・ピキ［ma9arapjki］（名）父方の血縁関係で、法事の際に、ニンゴーパナン丁グミ
［ni990:panaO9umi］（二合初米)、可グシ［gusi］（御酒）ｌ燗壜、ウテイン可ガビ［2u
tin9abi］（打ち紙）３枚、カウ［kau］（線香）１束、を供える間柄をいう。例、マガ可ラ
ピキテイスモーマシジカタヌピキゲ可ラ［ma9arapikitisumoxJid5ikatanuｐｌｋｉ
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９era］（マガラピキというのは、父方の血筋の親戚さ）
マツン［matsuD］（動）「まつる」の義。マツァヌ［matsanu］（まつらない。供えない)、マ
チテイ［matJiti］（まつって、供えて)、マツムヌ［matsumunu］（まつる物、供えるもの)、
マツコカー［matsuka:］（まつったら、供えたら)、マチバ［matJiba］（まつれ、供えよ)、
例、可ヌーンクインウヤプスン可マイプトゥギマチ可（［nu:Okuin？ujapVsummai
tugimatJiba］（いろいろと、何もかも先祖の前に持ってきて供えなさい）
マドウコ・キドウ［madukidu］（畳語）「間遠・け遠」の義か。地理的、空間的に離れたもの
を表す。転じて、マドゥーンナー丁ヌ［maduXnnamu］（暇がない、時間がない）とな
り、マドゥプ・キドゥーンナー可ヌ［madukidumnamu］（間隔がない。立錐の余地が
ない）のようにも用いられる。マドゥ可・キドゥヌカヌ［madu-kidunukanu］（ぴった
りくっつくこと。一寸の間隔さえおかない。子供が母親の側を離れないざま、妻が夫の側
を離れないざま）のようにも用いられる。
マドウヌ１．ムヌ［madunumunu］（名）「魔道のもの」の義か。悪霊の意。無縁仏が成仏で
きず、さ迷っていて道行〈人に供物をねだったり、頼みごとをしたりして危害を加えると
信じられている。キドゥヌ可ムヌ［kidunumunu］（｢外道の者」の義か）と対語で用いら
れる。必要があって乳幼児を連れて夜間の外出をする場合、マドゥヌムヌに乳幼児を奪わ
れぬよう、眉間に鍋墨をつけたり、祖母が舌で眉間を嘗めてあげたりした。
マブル［maburu］（名）「守り」の義か。「魂守り」の意。マブロー可マ［maburuoma］（魂
に対する愛称）ともいう。人間の体内に宿っている魂のこと。極度に驚いたり、事故に遭
遇したりすると、そこで魂が人体から遊離してさ迷っていくので、魂の抜けた体は気だる
くなり、病弱になっていくと信じられている。子供が木から落ちたり、転倒して怪我をし
たりすると、マブルが落ちるので、その現場から小石や砂を掴んで'懐に入れ、マブルを逃
さぬようにした。
マブー1ルカルイ［maburu-karui］（名）「マブル籠め」の義。雅語としての語感が強い。マフ句
ル・クミ［maburukumi］（魂篭め）と同じ。浮遊している魂を、追いまわし、囲いまわし
てきて魂篭めをする意。例、ヤミプスプヌマブヨル可カルイオーセー可（パシツトゥ
可ナリス［jamipVsunumaburukarui？o:seXbapaJittunarisu］（病人の魂を呼び寄
せて囲いこみ、魂篭めをしてざしあげたので、すぐ元気になりますよ)。
マブ可ル・カルイイヌニガイ可プチ［maburukaruinuni9aiのVtsi］（魂篭め願い口）
(1)可ヌーデイマリヌマブコル可プサテイドーデインキュー丁ヌカイピール丁（ム
トゥ丁（可シークガニピーバプムトゥ丁（丁シーウガミトゥーブシアギル可ウガ
ミ丁ヌニニガイ可ヤードーデインマーブピナカンガナシヌ可マイシーシキウキ可
トゥリ可ウキタブｺローレーティウスプバユシウガマ司りタブ可ローリ［､u:‐
dimarinumaburupVsatidoXdiDkjuxnukaipixrubamutubaJizku9anipixbamu‐
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tubaJix2ugamituxJi2agiru2ugaminuni9aijaxdoXdimmaxpinakaO9anaJinumai‐
JiXJlkiukituriukitaburo:rexti2usubajuJi2u9amaritaburoxri］（何年生れの人がマ
ブル《魂》が欲しいので、どうぞ、今日の佳日をもとにして、黄金の日をもとにして拝み
通しあげる拝みの願いは、どうぞ、火の神様の御前でお聞き受け、取り受け下さって、お
側に寄せて拝まれて下さい）
(2)、（ドーディン可ティシー）ゴー可サナガラヨーミ丁サナガラウス可バユリウガミ
トゥープシアギルブニガイ丁ヤードーディンマー－１ピナカンガナシヌ７７マイトゥ
クヌ可マイツサリブシキウプキトゥリウブキタポー可ローレーテイウス可バユシウ
ガマー'1ノタブ可ローリドーディン丁ドーディンプティシープウスプバユリウガミ
トゥー丁シアギル可ニガイ丁ヤージューニホンブヌコートゥー可シ可アギ可ヌー
デイマリヌトゥーヌティーブピサウサーシ丁スブシピサブウシトーシ可ウガミ
トゥー丁シアギルブニガイ可ヤードーディンマーカンヌ可マイミートゥクルヌカ
ンヌ可マイドーディン可シキウキ可トゥル可ウキダフ旬ローレーティウスプバユシ
ウガマ司りダフ句ローリキュー丁ワカイブー可ヌーディマリヌアサビブリバシー
アラ丁クンケンキムウダラ丁キンニウダラキシーベー可テイティーダル可サピサダ
ルサティープパン可ダルサティーダラダラープシブーユンダ可ノーシンブマブル可
ヌプドゥーナシゥカプンウテイベーテイﾌﾞルアサビブリシーベーティ可ノレカイ
ブーダ-丁（ドーディンマー可アイヤル丁スクンデー丁カーナカミ丁チェーラ
アーンタ可ナー可ヌーデイマリヌマブローマ可ヌアサビブリバシーアラ丁クスクン
デー丁カードーデインマーカンヌ可マイシウイマーシ可カルイマーー'シサーローう
り丁ヌーヤーヌ可ヌーデイマリヌフンダメーー'ルヤー丁ウチキナイウチトゥーう
りウフムンー'ヌウチェー可二ンカイシミブタポ-丁'ノンカイシミ丁ダフ句ローレー
テイマナマプヌカイブトゥキナドーデイン丁マブノＰヌミジ可プサテイオーー’
ノレスクンー'デー丁カーミジヌ可パチーン丁シル可ミジアマ丁ミジチャントゥ可イ
リーブウツァナ丁クーン７グシパナーンチャントゥ丁イリー丁マミ丁ヌ可スーン
バカシブシケーバマナ可マヤラビサーローコリブー可ヌタマナナチ丁ヌ可タマイ
チイチ可ヌ可タマミーチヌ可タマナークミ丁シミダフ句ローリマブロー可ママブ
ロー可マイープユンマミ丁ヌスーンバカシ可シケーバダンティヨキーツファイ
ツフアイ［do:dintiJi：９０xsanagarajoxmisana9ara？usubajuri2u9amitu:Ｊｉ？agiru
ni9aijadoxdimmazpinakanganaJinumait9kunumaissariJjkiukituriuki
taboxroxreXti2usubajuJi？u9amarritaburoxridoxdindoxdintiJiz2usubajuri
?ugamituxJi？agiruni9aijaxd5uxnihonnukoxtuxJi2a9inuxdimarinutuxnutixpisa
2usaxJisubuJipisa2uJi-tuxJi2u9amituxJi？a9iruni9aijadozdimmaxkannumai
mixtukurunukannumaidoxdinJjkiukituruukitaburoz-rexti2usubajuJi2u9amari
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taburoxrikjuxwakaibuxnuxdimarinu2asabiburibaJix？arakuOkeOkimuudaraki
?､niudarakiJixbextitixdarusaplsadarusatizpandarusa tixdaradaraxJibuxjunda
maburunuduxnasikan？utibeztiru2asabiburiJiXbextiru
2aijarusukundezkanakamitJexra2antanaxnuxdimarinu
noxJim kaibuXdaxbado:‐
dｉｍｍａ maburozmanu
2asabiburibaJix2arakusukundezkadoxdimmaxkannumaiJi ?uimaxJikaruimaxJi
-
tuzri？ｕのｕｍｕｎｎｕsaxroxrinuxjaxnunuxdimarinuのundamexrujaxutJikinaiutJi
?utJexni？OkaiJimitaboxri？OkaiJimita-buroxrextimanamanukaitukinadoXdim
maburunumid5ipVsati？ozrusVkundexkamid5inup§tJixnJirumidSi？amamid5i
tJantu2irix2utsanakuxO9uJipanazntJantu？irixmaminusuxmbakaJiJ9kexba
manamajarabisaxroxribumutamananatJinutama2itJitJinutamamixtJinu
tamanaxkumiJimitaburoXrimaburoxmamaburozma？ixjummami-nusuZm
b9kaJiJlkeXbadantiki：ffai-ffai］（どうぞ、願わくぱ、と言って、恐れ多いことですが、
誠に恐縮ですが、お側に寄って祈願申し上げる願いごとは、どうぞ火の神様、床の神様へ
申し上げますからお聞きととどけ、取りうけ賜って、お側へ寄せて祈願されて賜って、ど
うぞどうぞと申し上げて、お側へ寄り、祈願申し上げる願いは、十二本の香で祈願を通し
なにどし
上げ、何歳生れの者の、十の手のひらを合わせ、足ひざを摺り合せわせて祈願申し上げる
願いは、どうぞ神様、お三つ所の神様、どうぞ聞き受け取り受け賜って、お側へ寄せざせ
なにどし
て下さって祈願することをお許し賜りたくお願い致します。今日'よ、このような、何歳生
まれの者が、遊び`惚けているうちに、肝驚き胸驚きをしていて、手がだるく、足がだるく、
手足がだるく、ダラダラしているので、きっとマブル（魂）が肉体に付かずに抜け落ちて
いるので、遊び`惚けているので、こんなでしょうから、どうぞそのようであるならば、中
道から東の方に、何歳生まれのマブローマが遊び,惚けているのであれば、どうぞ神様で追
い回わし、囲いまわしてお連れ帰り下さって、何家の、何歳生まれが踏みかためた家内、
家庭内、通り大門の内側に向かわしめて下きい。向かわしめて下さって、今のよう時に、
どうぞ、マブローマが水を欲しがっていらっしゃるのなら、水のお初も、水も雨水もちゃ
んと入れ、供物も、お酒も米のお初もちゃんと入れ、豆のおつゆも炊いてありますから、
今すぐ呼び連れて来て下さって、麻糸の玉の七つの玉、五つの玉、三つの玉に籠めざせて
下さい。マブローマよマブローマよ、飯も豆のおつゆも炊いあるから、すぐ来ておたく、
すぐきておたく）のように唱える。マブルを篭めるのは、夕食の頃にとり行なうのが普通
であったから、その時に来客があると大変に喜ばれた。その客が男'性の場合は最高に良い
とされた。マブローマが来客に連れられて、門より家の中へ入って来ると信じられている
からである。マブルは水と、豆のおつゆが大好物であるといわれている。
マブコル・クミ［maburukumi］（名）「守り寵め」の義か。「魂寵め」のこと。戸外で悪霊に
遭遇して極度に驚いたり、何かの事故を起こしたりすると、魂が肉体より抜け落ちて、浮
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遊していくので、病弱になると信じられている。その浮遊している魂を呼びもどし、体内
に籠めるための祈願をとり行なうことをいう。木から落ちたり、道で転倒して怪我をした
りすると、事故現場の小石や土砂を掴み取って懐中に入れるだけで、取りあえず魂を拾う
ことが出来ると信じられている。そして後日、改めて正式に魂篭めの祈願をする。魂が抜
け落ちると、体がダラダラして気だるくなり、何事に対しても意欲が出なくなっていき、
寝こむようになるという。顔色も青白くなり、影が薄くなっていくので、そんなときは、
浮遊している魂を呼び寄せ、ブー可ジナ［buxd5ina］（麻糸で７，５，３の結び玉を作って
あるもの）で縛って逃げないようにし、衣類の袖に結びつけ、そのブー可ジナを首に穿く
ことによって体内にもどすことができると信じられている。肉体から抜け落ちて遊離した
マブ可ル（魂）は、よく水を欲しがるという。それ故、魂呼びの祈願では、水と豆腐（ま
たは豆腐豆のスープ）を必ず供物として供える。お膳の一番前に、￣'サバン［sabaU］（茶
碗）に水を入れたものを置き、次にお皿に米（白米）を入れたもの（可パナ［pana］とい
う）を一対（イッチー)、塩をⅢに盛ったものと、可グシ［guJi］（酒）を供えて祈願する。
マブルを呼び寄せてくると、水を入れた茶碗の上に３回わして侍期していて、祈願が終わ
ると、ヌーディマリ（何歳生れ）の誰それがしと名前を唱えて、マナマヌカイトゥキ
ナーマブルクミシミタブローリ（今のグッドゥチャンスに魂を寵めざせて下さい）
と唱え、ブージナで縛って魂寵めをする。そして供物のパナから３回掴んで紙に入れ、塩
もl掴み取って入れ、マブルと－組にして包んで着物の袖に入れ、しっかりと結んでおく。
水は、指で３回本人の額に塗ってやる。例、ナガヤンスー可バスン丁マフ句ルリミ
オーシル可カーパシットゥ丁ナルンテイダー［na9ajansuXbasuxmmaburukumi
２o:sukazp9JittunaruntidaK］（長期間病気するときもマブルをこめてさしてあげるお
と元気になるそうだよ）
マブ可ル・ウテイルン［maburu-2utiruU］（連）「お守り《守護霊・魂》が落ちる」の義。魂
が肉体より抜け落ちる。遊離魂となる。何かに、ひどく驚かされると魂が肉体より遊離し
ていくと信じられている。そして魂の抜け殻となった肉体は生気を失い、病弱になると信
じられている。例、キム可ヌダフッテイスン丁ケンウダラプキテイタマ可シウタブ
シナーコヌ［kimunudaのVtisuOken2udarakititamaJi？utasinamu］（肝が《心
臓が》ダフッと止まるほど驚いて、魂を落としてしまった)。マブ可ノレシトゥン
［maburuJltun］ともいう。
マムン［mamuU］（動)、マ行四段活用。ママヌ［mamanu]，マミテイ［mamiti]，マム丁カー
［mamukaXlマミ［mami］などのように活用する。色などを塗る、付ける、の意である
が、ヌールン［nuxruO］（塗る、塗布する）に比較して、マムンは、「ほんのちょっと塗る、
付ける」の意。軽く塗る。軽く付ける意。マミッツァースン［mamittsaxsuO］は、点々と、
－
ゴチャゴチャ色をつける意。「塗ったくる」は、ダッファー可スン［daffaxsuD］といい、マ
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ムンとは言わない。
マヤーサ丁リン［majaxsariU］（動）「迷わされる」の義。主として悪霊に迷わされることに用
いられる。成仏出来ないで、さ迷っている霊が人を迷わして危害を加えると言われている○
例、ユナカ．サナブカミチェープラアー可クンケンブムヌンムダ７１ノマヤーサプリ
アークリ［junaka-sanakamitJe:ra2axkuOke9munummutarimajaxsarｉ２ａ:kuta］
(真夜中過ぎてから道を歩いていると物の怪におそわれ、迷わされて引き回されていた）
ミーパカ［mix-paka］（名）「新墓」の義。墓を新築したもの、ミープス［mixpusu］（新しく
死んだ人。死んで間もない人）を葬ってある墓にもいう。例、クヌミーパカコナー
タールプシゥカシ可スコール－７カヤー［kunumi:pakana：taxruslkaJisVko:rex
kajax］（この新しい墓にはどなたをお連れして《葬って》あるのかなあ)。ミープソー丁
ナクラー可ン［mixpuso：nakuraxD］（新しく葬ってある人はこわい）
ミチフムン［mitJi①umuD］（動）「道を踏む」の義･正道がふみ行なわれている意。神事や
仏事、それらの継承が正しく行なわれているの意。神仏の道が正しく行なわれてないと、
タタリがあると言われている。例、グヮンス丁ヌミチフマスンティシール丁ウヌス可
クアウ可リシタテイコムカーヤ［9wansunumitJiのumasuntiJi:ru2unusVku2auri
￣
Jjtatimuka:ja］（元祖ごとを正しくするために、あんなに苦労したんだよ）
ムヌシラシ［munuJiraJi］（名）「物知らせ」の義。神仏が子孫に対して、神事や法事の不
足、不正を知らせること。鳥が家の中に突然迷いこむこと、鶏が一定の方向に向いて異常
な鳴き方をすること、犬が一定の方向を向いて異常な吠え方をすることなどは、災害の前
兆として、神仏のムヌシラシと言われている。例、イン可ヌナーブイシティ丁ヤナナキ
シーブヌヌー可ヌムヌシラ可シブカヤー［?innunaXbuiJitijananakiJixbunu
numumunuJiraJikajax］（犬が長吠えして悪い鳴き方をしているが、何の物知らせだろ
うか)。
ムヌ可シリ［munuJiri］（名）「物知り」の義。占い師。可サンギンソー［saO9insoX］（三世相、
易者）やユタ［juta］（巫女、ヨタ）をさす。普通は、ユタの対語として用いられる。家
庭の運勢をみてもらったり、グヮンス可グトゥのミチサバカ可シ［mitJisabakaJi］（正しい
孝養のあり方を方向づけること）など行なう。家屋新築や結婚式の日どりなどもした。例、
ムヌシリ丁ヌヤーナギーヤーニンズーブヌウンキ可クラ可シー'クーバヨー可
［munuJirinuja:nagiXjamindzumu2uOkikuraJiku:bajoX］（物知りの家に行って、
家族の運勢を見てもらって来なさいよ)。ユタヌゴヤームヌシリ可ヌヤーンギー可ミリ
テイシカイトウコミチサバカプシ［jutanujaXmunuJirinuja:D9izmiritiJ1kaitu
mitJisabakaJi］（ユタの家や物知りの家にも行って、きちんと先祖の相続のあり方かた
《道》を正しくしてもらいなきい゜不明なところを解明してもらいなきい)。
ヤー可ザライ［jaXdzari］（名）「家渡え」の義。家の中に悪霊が侵入して来たりすると塩を撤
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いて祓った。またシマッサブル［Jima-ssaru］（島<さらし、悪祓い、風邪の神を祓う祭
祀）のときに、浜の渚から、人の足跡のない所から砂をとってきて撒き、屋敷を祓った。
例、ヤー可ザライシー丁ヤナプカジ可アマリカジウイパラ可シ［ja:dzaraisi：
janakad5i2amarikad5i？uiparasi］（家波えの祓いをして悪霊を追いはらえ）
ヤナ丁カジ［janakad5i］（名）「悪風」の義。
①普通は、ヤナー1カジ・アマリプカジ［janakad5i2amarikad5i］（悪風・余り風）のように
対語形式で用いられてることが多い。悪霊にさわることの意で用いられる。人間に災禍を
もたらす悪霊として忌み嫌われ、畏怖されているもの。可視不能であるが、それに遭遇す
ると全身が鳥肌だつと言われている。ヤナ丁カジ・アマリ可カジェーヤー丁ウチ・キナイ
ウチベーラ可ソーンナ（悪風・余り風は家内に入れさせないで下さい)。
②ヤナカジは、巨木や古木の下などに宿っていて、そこを通過する人に槌り付いて悪さを
するとも言われている。皮膚に赤い粟粒ほどの斑点がつくと、ヤナカジに触れた印として、
煙草の煙を吹きかけて毒消しを試みたものである。例、ヤナカジプヌサウリティ可パグ
アガミベ７－［janakadSinusauritipada？agamibe:］（悪風に触れて膚が赤らんで
いる）
ブヤフ［jaのu］（名）「厄」の義。わざわい、災難の意。ヤブ可バライ［ja①ubarai］（厄ばら
い)，ヤフゴドゥシ［jaのuduJi］（厄年)。男は四十二歳と六十歳はヤブ可ドゥシと称し、運
気が最も弱くなっているので特に注意してその年を過ごさなければならないといわれてい
る。例、マリドゥシェーﾌﾞヤフティアザリブンダプミスコー・ミスコー可シアラ可キ
［mariduJeXjaのuti？adzaribundamisVkomisVkoxJi2araki］（生れ年は厄年といわれ
ているから用心しなさい）
ヤブ可ドウシ［ja①uduJi］（名）「厄年」の義。干支の生れ年は厄年と称し、運気が弱いと言
われている。特に42歳や60歳は運気の最も弱い年といわれ、十分に用心することが必要と
されている。ヤク可ドゥシ［jakuduJi］と言うのは若年令層に多い。厄年が明けると、ハ
リコヤク［harijaku］（晴れ厄）と称して安心する。無事に厄年を乗り越えることが出来た
こと祝して、親戚や知友を招じ、小宴を催することもあった。
ユーシギ可ルン［juXJigiruO］（動）「世を過ぎる」の義か。「死ぬ」の椀曲表現で、敬語表現
の一つ。古老などの高齢者や身分の高い人に対して用いる。仮Ⅱ、ウンオネヌアブブジェー
トーブカキウチナ丁シテイールユーシギゴローレー可ヨー［2unnenu？abud3ex
toxkaki？utjinaJltizrujuzJi9iro:rexjoX］（その家のおじいさんは、米寿の祝いをすませ
てから、世を過ぎられたんだ《お亡くなりになったんだ》よ）
ヨーミブサン［joxmisa9］（形）恐れ多い。主として神や高貴な人に対して用いられる。恐れ
多くて、お側近くへ寄ることがはＭ､られるときに用いられる。ウヤミ可サン［2uja
misan］ともいう。例、ゴー丁サナガラヨーミブサナガラウスコバユリウガミトゥー可
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シアギルブニガイヤ～［90xsana9arajomsana9ara2usubajuri？u9amituxJi～］（お
それ多いことながら、この身はけがらわしいことですが、お側に寄り、お拝み通し上げる
願いは、～）
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